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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

多 文 化 共 生 政 策 と い う 枠 組 み の 中 で 、 留 学 生 受 け 入 れ が ど の よ う な 役 割 を 果 た し う

る の か 、 日 本 社 会 に い か な る 波 及 効 果 を 生 み 出 す の か に つ い て  

I.  就 職 に よ る 日 本 企 業 社 会 に よ る 受 け 入 れ  

II.  定 住 化 に む け た 地 域 社 会 に よ る 受 け 入 れ  

二 面 か ら 多 文 化 社 会 お け る 留 学 生 に つ い て 考 察 す る こ と を 目 的 と し 、 主 に 以 下 に つ

い て 研 究 を 進 め た 。  

 ① 留 学 生 の 積 極 雇 用 を 予 定 す る 企 業 ヒ ア リ ン グ  ② 就 職 予 定 の 留 学 生 ヒ ア リ ン グ

（ 予 備 調 査 ）  ③ 韓 国 の 留 学 生 受 け 入 れ 事 情 調 査 （ 現 地 調 査 ）   

④ 定 住 の テ ー マ と し て の 防 災 と 留 学 生 に つ い て  ⑤ 調 査 お よ び 分 析 手 法 の 検 討  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    留学生           〕 〔   就職 〕 〔   地域社会 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

2008 年度研究成果概要  

2008 年度当初の研究計画では、多文化共生政策という枠組みの中で、留学生受け

入 れがどのような役割を果たしうるのか、日本社会にいかなる波及効果を生み出

すのかについて  

I.  就職による日本企業社会による受け入れ  

II.  定住化にむけた地域社会による受け入れ  

二面から多文化社会おける留学生について考察することを目的とし、研究を進め

てきた。  

1.  2007 年度は、『多文化共生』というキーワードについて研究を進め、 2008 年度は

『移民』というキーワードについてその定義や背景、他国の状況などについて、

文献研究や、研究会等の参加により考察を行った。  

研究のフィールドとして、まだ確立されていない、比較的新しい分野であるため、

語彙の定義付けが難しいと感じている。この点については、博士論文執筆の基礎

として、次年度以降も引き続き、研究・考察をきめ細かく進める必要性が高い。  

2.  留学生の雇用を予定している人事担当や関係諸機関へのヒアリング、就職セミナ

ー等への参加を通じて、留学生の就職の現 状や企業のニーズ把握を行った。  

3.  就職を視野に入れている留学生自身からのヒアリングを行った。これは、来年度

以降に実施を検討する、インタビュー調査のための予備調査として、就職への意

識を含め、ライフストーリー・インタビュー形式で実施した。  

4.  海外事例として、韓国の外国人政策および、留学生受入れ政策について、調査、

考察を行った。  

①文献研究…先行研究および資料に基づき、近年急激に変化している政策面を

あたった。  

②現地調査…政府主導といわれる韓国の外国人政策について、現地フィールド

調査を実施。また、韓国における国際交流・政策形成の従事者と

の議論の機会を得た。  

③留学生政策資料収集…延世大学を中心として異文化体験調査を実施し、帰国

後、資料を現地から収集。  

韓国の事例研究については、研究者自身の研究にどのように引用していくかは

未定であるが、先駆的事例として次年度以降も考察を続けたい。  

5.  定住化にむけた地域コミュニティとの関係の視点から、「留学生と防災啓発」に

ついて自らが実施した防災セミナーをベースに、文献や他の事例研究を含め、考

察行い、査読付論文を投稿した。  

6.  調査及び、分析の手法について、適切な調査方法や分析手法を決定するため 、文

献購読および、先行研究にあたった。研究者自身の知識の不足により、今後もこ

の点については、早期に方向性を確立すべき、研究を進める必要性がある。  
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研究成果の概要 つ づ き  

 

2008 年度研究のまとめと今後の計画  

上記の研究を進める中で、日本における外国人政策は、『多文化共生』『移民受け

入れ』のキーワードのもと、昨今社会的注目度が高まりつつあるものの、現状を正

しく把握しニーズに対応した方向性が打ち出されているとは言い難い状況である

ことが明らかになった。また留学生の就職についても、政府の施策や今後の展望と

企業や大学の現場在住外国人には依然、距離があると言えた。同時に、留学生の定

住化志向が高まっていることが再確認できた。  

当初は、国や自治体の政策、具体的施策の実施事例などを中心に研究を行う予定

をしていた。しかし本年度の研究を進める中で、留学生個人個人に着目し、彼らの

意識変化と今後の希望を丁寧に把握することの必要性を強く感じるようになった。

そこで、本研究の方向性を 、日本に留学を目的に来日した外国人が、留学生 活を経

て日本への定住化をする過程において、どのような内的、外的要因が影響し、彼ら

のライフプランを決定付けているのかを明らかにする事としたい。特に、ライフプ

ランの形成過程において、地域コミュニティとの関わりはどのような影響を及ぼす

のか、地域コミュニティが果たせる役割は何であるのかという視点から今後考察し

ていきたい。  
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